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白 老 町 の 現 状 

① 白老町の人口 

 

（総人口の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年齢３区分人口の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社人研推計値 

1985年（S60）の 24,560人をピークに減少。 

現在は 16,800人。今後も人口減少は進み、2045

年には 7,770人まで減少。 

年少人口と生産年齢人口が大きく減少。

老齢人口は平均寿命の延びから増加。 

しかし、2020年をピークに老齢人口も 

減少に転ずる。 

減少 

増加していた老齢人口も 

2020以降、人口減に転ずる ✖ 

資料２ 
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（人口動態の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 白老町民の総所得額 

 

 

 

自然動態をみると、Ｈ24 年以降、200

人超の減少が続いている。 

社会動態では転出超過傾向にあり、今

後も継続が見込まれる 

１人当たり所得減少×人口減少 

＝ 白老町の収入が減少 

 生産年齢人口 

などで推計 
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③ 白老町の公共施設 

 

（公共施設の築年別延べ床面積） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（年次別の公共建築物とインフラ施設の更新・改修費見通し） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公共施設については建て替え 50年・大規模改修無し条件での算出結果 
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（百万円）

公園

下水道

上水道

橋梁

道路

公共建築物

50年サイクルと考えると 

2020年以降、更新時期を 

迎える施設が増大する 

 

増大 
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④ 白老町の産業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 白老町の観光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１次産業の約６割が５０歳以上、

今後、後継者問題が大きな課題。 

 

2020年のウポポイ開設により、 

観光入込客数が増大する見込み。 
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⑥白老町の医療・介護 

 

（国保・後期保険者数及び療養諸費の推移） 

 

 

 

（要介護認定者数の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の進展により被保険者が 

国保から後期に変遷している。 

 

高齢化の進展により 

要介護認定者数が 

年々増加 

医療費は増加傾向、近年は横ばい 
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⑦ 白老町の財政状況 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

これまでの総合計画 

 

 

 

 

 

 

統計データから・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからのまちづくりをどうするのか？ 

 

■人口増加を目指す想定での計画策定 

 人口増 市街地の拡大 公共施設の整備 税収増 行政サービスの拡大 

■これまでの総合計画と異なり、人口減少を見据えた計画策定 

 ますます進む少子高齢化？   更新時期を迎える施設が増大 

 後継者がいない   町内経済が縮小？   観光人口が伸びる？ など 

・一般会計最終予算額は 1995 年（145 億 7千万円）をピークに減少。 

・経常収支比率は年々上昇し、2006 年には 101.8％を達成。その後、財政健全化等に取り組み、 

近年は 90％以下で推移。 

・税収は、1997 年に 28 億 6 千万円を達成。その後、減少し続け、現在は約 23億 8 千万となる。 


